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　　　　　ボード類の表面処理膜の付着性（1）

　　　　　　　　　　　　山　岸　祥　恭　　井　村　純　夫

　市販されている代表的な表面処理ボード類について，その用途適合性を明らかにする目的
で，とくに表面性質を判定するための一連の試験を実施しているが，本項では塗膜試験法と
して従来行なわれていたものをはじめ，表面性能判定法として適用の可能性のある各種の試
験法をとり上げ，表面処理ボード類の処理膜の付着性に検討を加えた。

　1．まえがき

　表面に各種の特殊加工を施した表面処理ボード類の

進出は，最近特に目覚ましいものがあり，壁材，間仕

切材，建具等の内装用，一般家具あるいは外装用材料

に至るまで，数多くの製品が製造され市販されてい

る。これら表面処理ボード類の生命は，台板ボードの

品質，耐久性は勿論であるが，何といってもその表面

性能如何にあることはいうまでもない。一口に表面性

能といっても様々であって，実際の用途あるいは使用

状態によって要求される性能が異なってくるから，そ

れぞれ特定の試験法が工夫され考案されている。然し

検査法自体あるいは結果の判定法に問題のあるものが

少なくない。このうち特に表面処理膜と台板との付着

性に関しては仲々適当な方法がないため，一部を除い

ては定性的な判定も下し得ない現状である。

　本試験は表面処理膜の付着性判定方法として，無溶

剤型のエポキシ樹脂接着剤によって2枚のボードを処

理面を合わすよう接着し，合板引張剪断型の接着力試

験を行ない，他試験との比較を行なった。また耐水性

では浸漬剥離試験も適用した。

　2．試験方法

 （1）供試ボード

　試験に供したボード類を一括して示すと第1表のと

おりであるが，当林産試験場で塗装したS－2－Sハー

ドボード台板のものを除きすべて市販製品である。名

称は表面処現の内容および台板がわかるよう適宜呼称

した。特殊合板のJASでは台板がすべて合板である

ものを対象とするが，ここでは比較のためハードボー

ド，セミハードボードが台板となった製品も併せとり

上げた。

　なお表面処理ボードに関する規格は，現在我が国に

は「特殊合板」のJASと「内装用プラスチック化粧

ボード類」のJISとの二つがあり，JASは合板が

第1表　供試ボード類一覧表
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　第2表  JAS特殊合板の試験一覧表

第3表  JIS内装用プラスチック化粧ボード類の試験一覧表

（注）表中A．B．Cの記号は板の品質性能区分を示し，C未満のものはDの記号で表わす。
　　　※（有無）で性能を示す。

台板となったものだけを扱うのに対し，JIS（Ａ

5703－1965）ではすべてのボードが台板となったもの

を対象とし，その範囲が極めて広い。両規格の表面性

能その他の品質試験を順次実施する計画なので，参考

のため第2表，第3表に内容一覧表を示す。このうち

表面処理膜の付着性に関しては，JASの密着試験お

よびピーリング試験があるのみで，しかもプリントそ

の他の塗装合板および塩ビ化粧合板に適用されるだけ

である。

（2）試験板の作成

　供試ボードから20cm×20cmの供試板を採取し表

面処理にエポキシ樹脂接着剤を4g（約9g/（30cｍ）2）

塗付して2枚合わせとする。両面塗付だから片面では

2gとなる。エポキシ樹脂接着剤の場合は高圧を必要

としないが，接着層をなるべく均一にするため圧力は

5kg/cm2にした。接着した試験片はクローズジョイン

ト用治具に入れたまま24時間常温で保持し，接着硬化

を完成させた。ボードの表面処理面には各種の離型剤
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やその他の物質が付着し，そのままでは接着が良好で

ないと考えられるので，予め100メッシュのサンドペ

ーパーで表面の光沢が消失する程度に研削した。こう

すれば溶剤等で拭わなくても，本試験の供試ボード類

の表面はエポキシ樹脂接着剤ですべて良好に接着でき

た。除圧後20℃，R．H．，65％で1週間放置後，この

2枚合わせ試験板からJASのB型に準ずる引張剪断

接着力試験片を作成した。鋸目は処理膜と台板との付

着面まで入れる。試験は常態で実施し，試験機は島津

製作所製電気歪式合板用引張試験機を用い，試験条件

はJASに従って行なった。浸漬剥離試験片は7.5cm

角で規格どおりとした。

　3．試験結果および考察

（1）浸漬剥離試験

　特殊合板のJASでは台板がすべて合板であるもの

を扱うから，台板合板の接着性能も規制され，JAS

の普通合板のTypeⅡ以上の接着性が最低線として要

求される。この接着性の判定は浸漬剥離試験によって

行なわれ，第2表に示した特殊合板のすべてに適用さ

れる。供試合板はすべて内装用であるから，浸漬剥離

試験にはTypeⅡの条件を適用した。即ち試験片を

70±3℃で2時間浸漬した後，60±3℃で3時間乾

燥し，試験片の同一接着層のそれぞれの端面において

25mm以上の剥がれを生じないことが必要である。

　浸漬剥離試験結果の細部は省略するが，台板の接着

性で不合格になったのはプリント合板の一部の一例だ

けで，台枚の接着性については現在の市販製品で先ず

心配はないとみてよい。

　台板合板の接着性にTypeⅡ以上の性能が要求され

ることから，一応表面処理膜と台板との付着性，およ

び処理膜自体の耐水性を調べてみると，耐水性に劣る

プリント，塗装合板では処理膜の剥がれ，ふくれ，し

わ等を発生し，特に目止め代用に紙を下地に接着した

プリント合板は台板との剥がれが甚だしい。接着剤に

耐水性のない酢ビ系樹脂が用いられるためである。尿

素樹脂によりパターン紙を接着したポリエステル塗装

合板あるいはポリエステルオーバーレイ合板等では剥

がれは全くない。従って試験条件を適当に設定すれ

ば，浸漬剥離試験あるいはこれに準ずる処理の適用に

よって，台板合板の接着性だけでなく，処理膜の耐水

性，耐水接着性も併せ比較することが可能であると思

われる。

 （2）処理膜の付着性判定試験

  i）従来法による試験結果

　引張剪断試験も採用するに至った経緯の説明上，予

備試験として実施した他法による結果の要点だけ簡単

に触れる。

　塗膜の付着性判定方法とし従来用いられている主な

ものには，第4表に示すような方法があるが，主とし

て金属材料への塗膜の付着性判定に用いられているも

ので，木質材料がベースとなった場合の実施例も

2，3あるが1）～6），極く限られた塗料について行なわ

れただけである。試験の概要は同表内に記入したが，

その細部は末尾の参考文献に詳しいので直接参照され

たい。

　これらの結果を総合すれば，台板表面が比較的硬く

滑らかなハードボード，および表面処理膜の付着性が

比較的劣るものの一部以外は，引掻剥離試験およびク

ロスカット試験は試験自体の実施が困難な場合が多

い。またJASの密着試験に於て，カミソリ刃による

処理膜のクロスカットは，本試験に供したすべてのボ

ードに適用可能であるが，規格に規定されているもの

の約2倍の粘着力の粘着テープを用い，かつ何回かの

繰返し剥離を行っても，処理膜の剥がれるのは一部の

ボードに過ぎない。従って付着性の比較をすべてのボ

ードに適用することは不可能である。

　密着試験の結果をなお少し補足すれば，表面の緊密

性に欠けるセミハードボード塗装製品は表面繊維部分

の破壊により処理膜が剥離する。これはハードボード

に直接塗装した製品にも一部みられ，また下塗りした

上に酢ビ塗装を行なったものは，付着性に劣るので酢

ビ塗膜が下塗り塗料面からきれいに剥がれる。直接目

止めプリント合板，目止め紙接着プリント合板には，

粘着テープによる剥がしを何回か適用するに従い剥が

れを生ずるものがあった。
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　第4表　塗　膜　の　付　着　性　試　験　結　果　の　概　要

　従って密着試験の結果では第1表のボード一覧表の

うち，下塗り酢ビ塗装ハードボード，塗装セミハード

ボード，塗装ハードボードの一部，プリント合板が付

着性に劣ると判定され，これらについては次項の引張

剪断接着力試験においても一致した判定となる。然

し，JASの密着試験一回の適用による判定で不合格

となるのは，直接目止めプリント合板の一部，ハード

ボード，セミハードボード塗装製品だけで，5回適用

後では直接目止めプリント合板がすべてJASには不

合格となった。なお規格では1回適用するだけであ

る。

  ii）引張剪断試験による付着性の比較

　引張剪断試験を選定した理由は，前述の他の試験法

では各種の表面処理ボードすべての比較が困難だから

であって，無溶剤型のエポキシ樹脂を接着剤に用いれ

ば，処理摸に何等影響を与えることなく接着すること

が可能で，かつエポキシ樹脂の剪断強さは大きいの

で，処理膜と台板表面との剥がれあるいは処理膜の破

壊等を起すことができると考えたからである。第5表

にこの引張剪断試験による破壊荷重と破壊状態を示

す。破壊状態を区分し破壊荷重（平均値）の大きい順

序に並べたものである。

破壊状態からみると，台板と処理膜との剥がれを完全

に生ずる場合は，一応処理膜の付着性が求められるか

ら，その時の破壊荷重の大小により付着性が判定でき

て理想的である。台板が完全に破壊する場合には真の

付着力は求め得ないが，処理膜の付着性は十分である

といえる。しかし破壊荷重が低いときは台板の品質，

即ち，表面の緊密性に問題があるとしなければならな

い。また処理膜自体の破壊あるいは完全な層間剥離に

よる場合は，破壊荷重がかなり大きければ処理膜の付

着性は良好とみてよい。
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第5表　引張剪断試験による附着力

　実際の供試ボードで説明すれば，台板と処理膜面と

の完全剥離を生ずるものには，直接目止めプリント合

板，メラミン塗装合板，下塗りなし酢ビ塗装ハードボ

ードがあり，破壊荷重の大小によって付着性の良否を

判定することができる。下塗りなし酢ビ塗装ハードボ

ード，メラミン塗装合板は，直接目止めプリント合板

に比べて破壊荷重が低いから付着性に劣り，特に後者

では厚い目止め層に原因があるようである。直接目止

めプリント合板はメーカーにより平均破壊荷重にかな

りの差がみられるが，その差異は水性目止め剤あるい

はラッカー，アミノアルキド系等のシーラー，目止め

剤の使用如何に原因するものと思われる。

　下塗り酢ビ塗装ハードボードはいずれも下塗り塗料

と酢ビ塗料面とからきれいに剥がれ，層間剥離の一種

とみなすことができる。破壊荷重はメラミン塗装合板

と同程度あるいはそれ以下である。目止め紙接着プリ

ント合板は接着した紙の層間剥離ですべて破壊する

が，破壊荷重は処理膜の完全剥離を生ずる直接目止め

プリント合板のそれに比べていずれもかなり高く，付

着性は良好であるとみてよい。これらの結果は前項の

JASの密着試験で判定可能なボードについては，引

張剪断接着力試験による判定と一致する。

　合板の木部破断を殆ど100％生ずるものにはメラミ

ンオーバーレイ合板，化粧紙接着ポリエステル塗装合

板，その他のオーバーレイ合板およびハードボード，

セミハードボード塗装製品がある。前者のグループは

破壊荷重が比較的大きいから処理膜の付着性は十分と

いえるが，後者のハードボード，セミハードボード台

板の製品は，前述の下塗り酢ビ塗装ハードボードの場

合を除き，すべて台板表面繊維部分から破壊するが，

破壊荷重はかなり低いものが多いから，処理膜の付着

性自身に問題はないとしても，台板を含めて製品とし

ての表面性能に欠ける所があるとみなければならない

であろう。

　最後にこの試験に用いた透明塗装合板はウレタン，

アミノアルキッド塗装製品で，塗膜の付着性は良好か

つ塗膜自体も強靭なため，台板の木部破断，塗膜およ

びエポキシ樹脂層の破壊を必ず伴わない。その上破壊

荷重も極めて大きいから，処理膜の付着性は良好であ

るとみられる。

　4．結論

　上各以種の方法によって表面処理ボード類の処理膜

の付着性を検討したが，引張剪断試験によればその破

壊状態と破壊荷重の両者によって，各種の表面処理ボ

ードすべてについて処理膜の付着性判定を下すことが

できる。但し，台板の種類，構造，処理膜の性状によ

って，個々の数値や破壊状態が異なってくるから，検

査法としての判定基準値を設定するためには，まだ多

くの試験によって確かめることが必要だが，一応適用

の可能性は十分あるものと認められる。なお，本試験

の引張剪断接着力試験はすべて常態で実施したが，浸

漬剥離試験の適用後，あるいは其の他の処理，例えば
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乾熱処理，乾湿繰返し等による付着性の低下について

は，改めて検討を加えることにしたい。

　終りに本試験の実施に当り，供試ボードを提供いた

だいた旭ボード工業株式会社，豊年製油株式会社，丸

玉木材株式会社，松下木材株式会社，三井木材工業株

式会社，王子林産株式会社，住友ベークライト株式会

社に謝意を表する。

　文　献

  1）木下啓吾：ポリウレタン系塗料の木工塗装における参考事

　　 項，木工生産　4，10（1960）

　2）木下啓吾：サンジングシーラーと上塗りとの密着性につい

　　 て，木工生産　5，8（1961）

　3）山岸祥恭：塗膜の付着性に関する研究，農林漁業研究補助

　 　金報告書，昭36

　4）福原敬彦：木材の塗装に関する研究（1）木材工業，11，117

　　（1956）（2）木材工業，12，123（1957）

　　　　　　　　　　　　　－林産試　接着科－


